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ひ 夏とこ 祭りょっ

日向 第41回
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1前夜祭のスペシャルゲストとして登場した、
日向坂46の佐々木美玲さん（右）と金村美玖
さん（左）2多くの市民や高校生がボランティ
アで参加し、祭りを支えてくれました。3前夜
祭の個人戦キッズの部で昨年に続き今年も
優勝した飯干夢叶さん（日向市）４実行委員長
を務めた小林哲郎さん5表情豊かなひょっと
こ面を買い求める来場者の姿も。6富高小学
校は今年で創立150周年。記念として、設立
21年目の「富高小てんてこてんチーム」に加
え、「ジュニアチーム」と「OBチーム」の合計３
チームが参加しました。7ひょっとこ大賞を受
賞した京都府の「太秦・ひょっとこ踊りの会」
の皆さん

　
日
向
の
夏
の
風
物
詩
、日
向
ひ
ょ
っ
と
こ

夏
祭
り
が
日
向
市
駅
周
辺
市
街
地
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
８
月
２
日
㈮
の
前
夜
祭
で
は
個
人
戦
が

行
わ
れ
、県
内
外
か
ら
多
く
の
参
加
者
が
練

習
の
成
果
を
披
露
。翌
日
３
日
㈯
の
本
祭
り

で
は
、ひ
ょ
っ
と
こ
踊
り
パ
レ
ー
ド
に
73
連

１
２
８
６
人
の
参
加
が
あ
り
、そ
れ
ぞ
れ
の

個
性
的
な
踊
り
に
観
客
か
ら
は
笑
い
声
や

手
拍
子
が
。ま
た
、パ
レ
ー
ド
で
最
も
踊
り

の
評
価
が
高
か
っ
た
連
に
贈
ら
れ
る
ひ
ょ
っ

と
こ
大
賞
に
は
、京
都
府
の「
太
秦
・
ひ
ょ
っ

と
こ
踊
り
の
会
」が
選
ば
れ
、昨
年
に
続
き

２
連
覇
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
年
は
前
夜
祭
に
日
向
坂
46
の
佐
々
木

美
玲
さ
ん
と
金
村
美
玖
さ
ん
、本
祭
り
に
は

日
向
市
観
光
大
使
の
山
本
圭
壱
さ
ん
が
ス
ペ

シ
ャ
ル
ゲ
ス
ト
と
し
て
登
場
。会
場
に
は
歓

声
が
飛
び
交
い
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。こ
の
二
日
間
、さ
ま
ざ
ま
な
ス
テ
ー
ジ
イ

ベ
ン
ト
や
ひ
ょ
っ
と
こ
の
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
踊

り
で
、た
く
さ
ん
の
笑
顔
が
溢
れ
ま
し
た
。
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清掃の様子

知ってほしい！ ９月10日は
「下水道の日」

現時点で、汚水管全体延長の40％程が30年を経過しており、点検・調査
を行いながら、老朽管の更新を行っていく必要があります。

下水道マスコットキャラクター
「スイスイ」

下水道事業の現在地
下水道を取り巻く環境の変化 ～増えるコスト・減る人口～

　下水道事業を取り巻く環境は年々厳しくなってきており、人口減少などによる使用料

収入の低下や、施設の老朽化による更新、大規模地震災害に対応するための備えなど、

さまざまな問題に直面しています。

建設から維持管理と改築の時代へ
　下水道事業の着手から50年が経過し、令和８年度までに汚水管の整備が完了する予定です。今後

は、施設の維持管理の時代に移っていきますが、処理施設や老朽管の大規模更新を進めていくことに

加え、大規模災害に備えるため地震・津波対策の推進も重要となってきます。

持続可能な下水道事業の経営を目指して
　市では下水道事業を取り巻く環境に対応し、将来に渡り持続可能な下水道事業の運営の実現に向

けて、下水道使用料の適正水準について検討し、今後の事業計画（経営戦略）の見直しに取り組んでい

ます。

　本市においても、今後確実に減少する人口と連動して減少していくことが見込まれる下水道区域内

の受益者によって、将来の下水道事業を支えていくことになります。

　そのため、施設規模の見直しをはじめ、効果的な事業運営をより一層推進していく必要があります。

下水道管は作ったらそれでおわり？～下水道管も歳を取る！～
　日向市は、1974（昭和49年）年から事業着手して以来、下水処理場に加え、約213

㎞の下水道管を整備してきました。これらの下水道施設は時間の経過とともに少しず

つ傷んできています。

　下水道施設を健康な状態

に保つために、定期的に清

掃を行っています。また、管内

部の傷みがないか、専用カメ

ラを使って調査しています。

一般的に布設後30年経過すると道路陥没等の事故が急増すると言われています。

清掃の様子

清掃・点検・調査

減少していく人口

　先の能登半島地震や東日本大震災などの被災事例でもあるように、大規模な地震が発生した際に

は、下水処理場が処理機能を失い、また、下水管の寸断やマンホールの浮上等により汚水の移送がで

きなくなります。下水処理機能を確保するために、計画的に地震への備えを行っていく必要があります。

地震対策がなされていないと・・・・？

点検の様子

ひとりひとりが下水道を
大事に使ってもらう事で、長く使い続ける
ことができます。異物や油類を下水道に
流さないようにお願いします。

地震により隆起したマンホール 津波により水没した下水処理場
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2024.7-8  EVENT INFORMATION&TOPICS

まちの話題T O P I C S

育と地産地消を推進
教育・保育施設などにウナギを寄付食

贈呈式にはゆるキャラの「うなレンジャー」も駆けつけました

ポ GOMI を本市で初開催
「ごみ拾いはスポーツだ！」

　８月４日、市と旭化成株式会社延岡支社との
共催で「日向ひょっとこ夏祭り×スポ GOMI in 
日向」を開催しました。スポ GOMI は、時間内
に拾ったごみの量と分別品目ごとに決まってい
るポイントで順位を競うもの。今回は前日に行
われた「日向ひょっとこ夏祭り」の会場周辺を競
技エリアとし、24チーム81名が合計44.25㎏の
ごみを拾いました。友達と参加した中学３年生
の黒木結

ゆ う

布さんは「宝探しのような感覚でごみ拾
いができて楽しかった」と話していました。

ス

分別後、品目ごとに軽量しポイントを競います

画「中村地平」上映会
激動の時代、南方への憧れと葛藤

　７月20日、市中央公民館でドキュメンタリー映画
「中村地平」の上映会が開催されました。中村地平は
日向市歌の作詞を行うなど、本市にゆかりのある人
物。本映画は、延岡市出身で画家の小松孝英氏が脚
本・監督を務め、作中では小説家である地平が台湾
に与えた芸術的影響や宮崎で戦後の復興に尽力した
ことなどが描かれています。映画を見た中

なかだけ

獄ふみさ
んは「宮崎と台湾の親交など初めて知ることがたく
さんあった。地平の活動を知って、自分もまだまだ
頑張れるという気持ちになった」と話していました。

映

上映後には小松監督によるフィルムトーク（左）も行われました

島みなと祭りが開催
「海上渡御」や「組み合わせ」盛大に

　7日19日～ 21日、第135回細島みなと祭りが
みなとオアシスほそしま周辺で開催されました。
太鼓台の運行や神輿の海上渡御、魚のつかみ取
りが行われ、多くの来場者でにぎわいをみせま
した。21日には祭りのクライマックスである「組
み合わせ」が行われ、熱気は最高潮に。「組み合
わせ」を見に来ていた田中孝徳さんは「小さいこ
ろから太鼓台をみて、担いだりもした。これか
らも細島の伝統を長くつないでいってほしい」と
話していました。

細

みこしを乗せた漁船団が海上を走る海上渡御

型クルーズ客船が入港
今年２隻目の初寄港大

　８月３日、中国の大型クルーズ客船ブルード
リームメロディ（全長182.02ｍ、客室数633室）
が細島港に初めて寄港しました。この日、船内
では歓迎セレモニーが開かれ、西村市長が歓迎
のあいさつをしたあと、ひょっとこ面の楯や花
束などを贈呈。船長からは「これから何度も寄港
できることを楽しみにしています」とお礼のあい
さつがありました。乗客およそ630人は市内の
景勝地の観光や買い物を楽しみ、同日の夕方に
上海（中国）に向けて出航しました。

　株式会社鰻
まんらく

楽から市内の教育・保育施設など
27施設（2260人分）へ「ウナギのかば焼き」の寄
付があったため、７月23日に上町保育所で贈呈
式を開催。ウナギは市内の養殖場で育てられた
もので、食育と地産地消の推進を目的に寄付さ
れました。贈呈式の後、上町保育所ではさっそ
く給食でウナギのかば焼きが振る舞われ、園児
たちは夢中になって食べていました。その他の
施設では、23 ～ 25日に届けられ給食で提供さ
れました。

向支部消防操法大会
訓練の成果を披露

　７月27日、お倉ヶ浜消防訓練広場で「第68回
日向支部消防操法大会」が開催されました。今年
は日向市、門川町、美郷町、諸塚村、椎葉村の
各市町村大会で上位の成績を収めた20隊104人
が出場。団員たちは、操作要領に従い、正確さ
と速さを競い合いました。日向市からは３つの部
門に合計７隊が出場。ポンプ車の部で２年連続優
勝した第２分団第５部の和田和也部長は「これま
で週３～４回の練習を重ねてきた。県大会でも優
勝を目指したい」と意気込みを見せました。

日

出場者は夜遅くまで練習に励んだ成果を存分に発揮しました

歓迎セレモニーでの記念撮影の様子



こ
こ
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
　
心
か
ら
応
援
し
ま
す

日
向
市
生
活
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー

「
心
か
ら
」

こ

こ

「
働
き
た
く
て
も
働
け
な
い
」「
家
族
の
こ
と
で
悩
ん
で
い
る
」「
生
活
に
困
っ
て
い
る
」な

ど
、い
ろ
い
ろ
な
悩
み
ご
と
や
心
配
ご
と
が
あ
る
人
は
い
ま
せ
ん
か
？

ひ
と
り
で
抱
え
こ
ま
ず
に
、ま
ず
は
相
談
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

市
で
は
、日
向
市
生
活
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー「
心
か
ら
」を
開
設
し
、専
門
の
相
談
員
が

じ
っ
く
り
お
話
を
伺
い
な
が
ら
、解
決
に
向
け
た
お
手
伝
い
を
行
っ
て
い
ま
す
。

就職・ ・家計管理 子どもの学習 などをサポートします

　　　悩みごとや心配ごとを聞かせてください
・本人が相談に来られない場合は、家族や代理
　の方からの相談も可能です。
・相談の内容によっては、適切な対応ができる
　専門機関につなぎます。

　　　目標達成に向けて一緒に取り組みましょう
・あなたの問題を解決するために関係機関と連
　携して支援を行います。
・定期的に状況を確認しながら、
　必要に応じてプランを見直します。

　　　どのような支援が必要かをあなたと一緒に考えます
・あなたが抱えている課題を一緒に整理します。
・あなたの希望を聞きながら、具体的に取り組
　むプランを一緒に作成します。

就労支援

お仕事探しのお手伝い。
・・・

就職活動全般の相談をお受けし、ハローワー
クと連携してお仕事探しのお手伝いをします。
また、履歴書を作成する際に必要な記載方法
や面接日の服装、好印象を与える面接マナー
についてアドバイスします。

家計改善支援事業

家計の立て直しをアドバイス。
・・・・・

家計状況の「見える化」と根本的な課題を把
握し、相談者が自ら家計を管理できるように、
状況に応じた支援計画の作成、相談支援、関
係機関へのつなぎなど早期の生活再生を支
援します。

居場所サロン事業

社会、就労への第一歩。
・・・

「社会との関わりに不安がある」、「他の人とコ
ミュニケーションがうまくとれない」など、自
宅以外の地域社会において安心して過ごせる
場や他者とのつながりの機会の場を提供して
います。また、就労に向けた支援や就労機会の
提供を行います。

子どもの学習・生活支援事業

子どもの明るい未来をサポート。
・・・・

子どもの学習支援をはじめ、日常的な生活習
慣、仲間と出会い、活動できる居場所づくり、
家族以外の大人との関わり、進学に関する支
援等、子どもと保護者の双方に必要な支援を
行います。

自立相談支援事業

市が設置する相談窓口はほかにもあります

問 日向市生活相談・支援センター「心から」（社会福祉法人日向市社会福祉協議会内）　☎52・1010

〈相談受付〉午前８時30分～午後５時15分（土・日・祝日・年末年始を除く）

みんなの支え合い

職場見学・就労体験

にご協力ください！

“学習生”と

“学習支援員”を

募集しています！

就労支援員　古田　慶子さん

居場所サロンでは、一般就労に向け
た準備プログラムの一つとして、市
内の企業や事業所と就労に関する協
定を締結し、職場見学や就労体験を
行っています。
新たに、就労体験などの機会を提供
いただける企業や事業所を募集して
います。

学習支援コーディネーター　黒木　知子さん

生活の支援が必要なご家庭やひとり親
のご家庭に暮らす小学生から中学生の
子どもたち、また前年度までに本事業
を利用した高校生を対象に毎週土・日
曜日に学習サポートを行っています。
一緒に学ぶ子どもたちや子どもたちの
成長を見守ってくださる学習支援員を
募集しています。

週１回２時間程度。

子どもたちとコミュケーションを取りながら

宿題や苦手教科の学習の見守りを行います。

令和６年３月末時点で、15件の事業者に

ご協力いただいています。

あなたの生活の「困りごと」を相談してみませんか

包括的相談窓口

日向市中央地域包括支援センター

日向市日知屋地域包括支援センター

日向市財光寺地域包括支援センター

日向市南部地域包括支援センター

日向市東郷地域包括支援センター

日向市・東臼杵郡障がい児者基幹
相談支援センター

53-8518

50-3505

66-1066

58-1106

69-3367

54-3010

66-1021

52-2572

52-1010

専　門 電話番号

高齢者、介護保険に
関すること

障がい児者に関すること

日向市子ども家庭総合支援拠点
「ひなたの森」（市こども課）

日向市社会福祉協議会

日向市生活相談・支援センター「心から」

妊娠から子育てに関すること

生活全般に関すること

生活困窮に関すること

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

❶

❷

❸

相談日時については各窓口に問い合わせてください。
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公共施設の未来を考える

施
設
の
現
状

　
市
に
は
、建
物
系
公
共
施
設
が
お
よ
そ
３
４
０

（
延
べ
床
面
積
約
30
万
６
３
０
０
㎡
）あ
り
ま
す
。施

設
分
類
別
の
構
成
率
を
見
る
と
、学
校
施
設
が

34
％
で
最
も
大
き
く
、公
営
住
宅
施
設
、文
化
交
流

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

　
こ
の
よ
う
な
状
況
と
本
格
的
な
人
口
減
少
社

会
の
到
来
や
財
政
状
況
を
踏
ま
え
、市
で
は
保
有

す
る
公
共
施
設
を
総
合
的
に
把
握
し
、効
率
的
に

管
理
お
よ
び
利
活
用
し
て
い
く「
公
共
施
設
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
」に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
平
成
28
年
度
に
策
定
し
た（
令
和
４
年
度
改

訂
）「
日
向
市
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
」で

は
、今
後
30
年
間
の
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

基
本
目
標
と
し
て「
安
全
・
安
心
の
確
保
」「
総
量

の
最
適
化
」「
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
の
縮
減
」

の
三
原
則
を
定
め
ま
し
た
。

現
在
の
主
な
取
り
組
み

　
老
朽
化
し
た
施
設
を
そ
の
ま
ま
建
て
替
え
る

の
で
は
な
く
、複
数
の
施
設
の
機
能
を
集
約
す
る

複
合
化
や
、使
わ
れ
て
い
な
い
施
設
の
貸
し
出

し
・
売
却
な
ど
、施
設
を
有
効
活
用
し
、更
新
費
用

の
削
減
と
重
点
化
の
た
め
の
総
量
の
最
適
化
を

行
っ
て
い
ま
す
。

【
安
全
安
心
の
確
保
】

　
毎
年
、建
物
の
定
期
点
検
を
行
い
、不
良
箇
所

の
修
繕
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。ま
た
、旧
耐
震

基
準
で
建
て
ら
れ
て
い
る
建
物
に
つ
い
て
は
、耐

震
診
断
を
行
い
、そ
の
結
果
に
基
づ
き
、耐
震
化

を
図
っ
て
い
ま
す
。令
和
５
年
度
は
塩
見
農
村
交

流
館
の
耐
震
診
断
を
行
い
、安
全
性
を
確
認
す
る

と
と
も
に
東
郷
体
育
館
の
耐
震
補
強
工
事
を
行

い
ま
し
た
。令
和
６
年
度
は
美
々
津
公
民
館
の
耐

震
補
強
工
事
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

【
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
の
縮
減
】

①
施
設
の
利
活
用

　
廃
校
に
な
っ
た
幸
脇
小
学
校
や
坪
谷
中
学
校

の
校
舎
な
ど
を
民
間
事
業
者
に
貸
し
付
け
、施
設

の
利
活
用
を
行
っ
て
い
ま
す
。

②
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ

　
財
源
確
保
の
た
め
に
、公
共
施
設
な
ど
に
愛
称

を
付
け
る
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
に
取
り
組
ん
で

お
り
、民
間
事
業
者
か
ら
の
提
案
を
随
時
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

②
公
共
施
設
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

　
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
の
推
進
と
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト

縮
減
の
た
め
、令
和
６
年
度
か
ら
細
島
保
育
所
を

は
じ
め
と
し
た
37
施
設
の
照
明
設
備
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
を
行
う
予
定
で
す
。

　公共施設マネジメントを進めていくうえで、公共施設の総量を減らすことになるため、今まで

に比べてどうしても市民の皆さんにご不便をおかけすることが避けられません。

　皆さんのご理解をいただきながら、施設の解体などを進めていますが、人口減少もあり、市民

一人当たりの公共施設延床面積は、増加していることにも注視しておく必要があります。持続可

能な行政サービスを提供するために、市民の皆さんと一緒に考えながら取り組みを進めていき

ますので、ご理解ご協力をよろしくお願いします。

セ
ン
タ
ー
な
ど
の
教
育
施
設
と
続
き
ま
す
。ま
た
、

イ
ン
フ
ラ
系
公
共
施
設
と
し
て
、道
路
や
橋
、上
下

水
道
施
設
を
保
有
し
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
の
多
く

の
公
共
施
設
で
老
朽
化
が
進
ん
で
お
り
、現
在
保

有
す
る
全
て
を
更
新
し
よ
う
と
す
る
と
莫
大
な
更

新
費
用
が
必
要
に
な
る
と
試
算
し
て
い
ま
す
。

【
総
量
の
最
適
化
】

①
施
設
の
売
却

　
旧
教
職
員
住
宅
３
棟
を
令
和
５
年
度
に
売
却

し
ま
し
た
。そ
の
ほ
か
の
使
用
さ
れ
て
い
な
い
施

設
に
つ
い
て
も
、有
効
活
用
や
売
却
に
向
け
た
取

り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

②
民
間
施
設
の
活
用

　
サ
ー
ビ
ス
機
能
を
維
持
す
る
た
め
、既
存
の
民

間
施
設
を
活
用
し
ま
す
。令
和
４
年
度
は
、細
島

支
所
を
イ
オ
ン
タ
ウ
ン
日
向
へ
移
転
し
、旧
細
島

公
民
館（
支
所
）の
老
朽
化
や
耐
震
性
の
課
題
解

消
に
加
え
、利
便
性
の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。令

和
６
年
度
は
、春
原
の
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
イ

オ
ン
日
向
店
舗
内
へ
移
転
す
る
予
定
で
す
。

③
施
設
の
解
体

　
令
和
５
年
度
は
、サ
ー
ビ
ス
機
能
を
移
転
し
た

旧
細
島
公
民
館（
支
所
）や
当
初
の
目
的
を
終
え

た
鶴
野
内
農
産
加
工
施
設
な
ど
の
解
体
を
行
い

ま
し
た
。令
和
６
年
度
は
、閉
校
し
た
旧
岩
脇
中

学
校
の
体
育
館
な
ど
の
解
体
を
行
い
、解
体
後
の

市
有
地
の
利
活
用
に
つ
い
て
は
、引
き
続
き
地
域

の
皆
さ
ん
と
検
討
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　
そ
の
中
で
建
物
の
総
延
床
面
積
の
３
割
削
減

を
数
値
目
標
と
し
て
、特
に
老
朽
化
が
進
ん
で
い

る
施
設
の
統
合
、廃
止
、見
直
し
な
ど
を
順
次
検

討
し
て
い
ま
す
。

　
更
新
や
維
持
保
全
な
ど
を
計
画
的
に
行
う
こ

と
で
、財
政
負
担
の
軽
減
・
平
準
化
を
図
り
、市
民

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
、将
来
世
代
に
負
担
を
残
さ

な
い
最
適
な
公
共
施
設
の
保
有
と
持
続
可
能
な

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

将
来
の
た
め
に

皆さんの意見をお聞かせください。 　将来に負担を残さないためにも公共施設マネジメントは大

切な取り組みです。市ではこれからも情報提供に努めながら

皆さんと一緒に考えていきます。

　随時、ご意見を受け付けています。

問 資産経営課公共施設マネジメント係
☎ 66・1013
　 shisankeiei@hyugacity.jp

旧幸脇小学校

旧坪谷中学校

細島公民館（支所）跡地

細島支所

基本目標

公共施設マネジメント三原則

◉安全・安心の確保
点検・診断の実施、耐震化に
取り組みます。

◉ライフサイクルコストの縮減
長寿命化、維持管理方法の見
直し、公民連携に取り組みます。

◉総量の最適化
　（普通会計における建物系施設の３割削減）

有効活用、統合、廃止などを
推進します。

今後50年間の更新費用総額：1,529億円

１年当たり所要額：約31億円

[億円]
70
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40
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0
H27

（2015）
R2

（2020）
学校施設・教育施設

資料：日向市公共施設等総合管理計画（令和５年３月改定）

公営住宅施設 その他の施設 1年当たり所要額

R7
（2025）

R12
（2030）

R17
（2035）

R22
（2040）

R27
（2045）

R32
（2050）

R37
（2055）

R42
（2060） [年度]

多くが今から30年～40年前に整備されたもの
一斉に老朽化が進み、施設の更新や維持保全の費用が集中
今回は、公共施設の未来について考えてみましょう。

市の公共施設
（建物系施設）は

東郷体育館

美々津公民館
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私たちが

サポートします

　
１
９
９
４
年
９
月
21
日
に
開
催
さ
れ
た
第
10

回
国
際
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
協
会
国
際
会
議
で
、

こ
の
日
を「
世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
デ
ー
」と
し
て
宣

言
し
ま
し
た
。こ
れ
は
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
な
ど
に
関
す

る
認
識
を
高
め
、認
知
症
患
者
と
家
族
に
援
助
と
希
望
を

も
た
ら
す
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。

　
日
本
で
は
、今
年
１
月
１
日
に「
共
生
社
会
の
実
現
を

推
進
す
る
た
め
の
認
知
症
基
本
法
」が
施
行
さ
れ
ま
し

た
。そ
の
中
で
９
月
を「
認
知
症
月
間
」、９
月
21
日
を「
認

知
症
の
日
」と
定
め
、認
知
症
の
人
の
尊
厳
を
保
持
し
つ
つ

希
望
を
持
っ
て
暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組

み
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

◉
早
期
発
見
・
早
期
治
療
が
大
事

　
認
知
症
の
前
段
階
で
あ
る
軽
度
認
知
障
害（
Ｍ
Ｃ
Ｉ)

は
、物
忘
れ
の
よ
う
な
症
状
は
あ
る
も
の
の
、日
常
生
活

に
支
障
は
あ
り
ま
せ
ん
。し
か
し
、放
っ
て
お
く
と
高
い
確

率
で
認
知
症
へ
と
移
行
し
ま
す
。Ｍ
Ｃ
Ｉ
か
ら
認
知
症
を

発
症
す
る
ま
で
の
期
間
は
そ
れ
ぞ
れ
で
、「
か
ら
だ
」や

「
こ
こ
ろ
」、そ
し
て
環
境
や
暮
ら
し
方
に
も
よ
り
ま
す

が
、早
期
発
見
・
早
期
治
療
を
行
え
ば
進
行
を
遅
ら
せ
る

こ
と
が
可
能
で
す
。

　
市
で
は
、認
知
症
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、認
知
症
の

人
や
家
族
を
温
か
く
見
守
る
人
を
増
や
し
、認
知
症
に

な
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

　
認
知
症
を
自
分
ご
と
と
し
て
捉
え
、認
知
症
に
な
っ
て

も
本
人
の
希
望
や
意
思
が
尊
重
さ
れ
、可
能
な
限
り
住
み

慣
れ
た
地
域
で
、自
分
ら
し
く
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら

れ
る
よ
う
、皆
さ
ん
の
ご
理
解
、ご
支
援
を
お
願
い
し
ま

す
。

問
高
齢
者
あ
ん
し
ん
課
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
係

☎
66
・
１
０
２
２

認
知
症
へ
の

　
　
　
理
解
を
深
め
る

認
知
症
の
ご
相
談
は

　「
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
」へ

9月は「認知症月間」　9月21日は「認知症の日」

相 談 先

中央地域包括支援センター　☎53-8518
日知屋地域包括支援センター☎50-3505
財光寺地域包括支援センター☎66-1066　　
南部地域包括支援センター　☎58-1106　
東郷地域包括支援センター　☎69-3367

　
認
知
症
に
な
っ
て
も
、で
き
る
だ
け
住
み

慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
続
け
る
た
め
に
、認

知
症
の
人
や
そ
の
家
族
と
早
期
に
関
わ
る

「
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
」を
設
置
し

て
い
ま
す
。

【
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
と
は
？
】

　
認
知
症
サ
ポ
ー
ト
医
、医
療
介
護
の
専
門

職（
作
業
療
法
士
・
看
護
師
・
精
神
保
健
福
祉

士
）で
構
成
す
る
認
知
症
の
支
援
チ
ー
ム
で

す
。認
知
症
の
早
期
対
応
や
困
り
ご
と
へ
の
ア

ド
バ
イ
ス
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
ま
す
。

【
支
援
の
対
象
者
】

　
年
齢
が
40
歳
以
上
で
、認
知
症
が
疑
わ
れ
、

在
宅
で
生
活
し
て
い
る
人
で
、左
の
１
、２
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

１
．医
療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
な
い

人
、ま
た
は
中
断
し
て
い
る
人

２
．医
療
サ
ー
ビ
ス
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

て
い
る
が
認
知
症
の
症
状
が
強
く
、対
応
に

困
っ
て
い
る
人

認知症は早期発見、早期対
応が大切です！「物忘れがひ
どくなった。でも、誰に相談し
ていいかわからない…」「認知
症専門の病院を受診させたい
けど、本人が拒否して
困っている…」など、
認知症についての不安
や悩みは「認知症初期
集中支援チーム」に
ご相談ください!

【相談から支援までの流れ】

①相談

まずは、最寄りの地
域包括支援センタ
ーへ相談してくだ
さい。

②訪問

チーム員がご自宅
を訪問し、認知症に
ついての困りごとや
心配ごとなどを確
認します。

④引継ぎ

安定的な支援に繋
がったことを確認
の上、関係機関へ引
継ぎをします。

③支援（概ね６ヶ月）

介護サービスの導
入や受診支援、介護
のアドバイスなど、
必要な支援を行い
ます。

今年のテーマは「いらっしゃーい！ 未来へつなぐ 夢つかむ！」

スマホをお持ちでない人でも

無
料
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
教
室
を
開
催
し
ま
す

地
域
と
市
民
活
動
フ
ェ
ス
タ「
オ
ー
ル
日
向
祭
」

ク
の
デ
ザ
イ
ン
を
募
集
し
ま
し
た
。

　
厳
正
な
審
査
の
末
、
左
の
ポ
ス

タ
ー
中
心
に
掲
載
し
て
い
る
ロ
ゴ

マ
ー
ク
に
決
定
し
ま
し
た
。
表
彰
式

を
当
日
、
ス
テ
ー
ジ
に
て
行
い
ま

す
。

　
子
ど
も
達
に
大
人
気
の
み
や
ざ
き

犬
も
登
場
し
ま
す
。

　
ま
た
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
や
屋
台
の

出
店
も
あ
り
ま
す
の
で
舌
鼓
を
打
っ

て
く
だ
さ
い
。
多
く
の
方
の
ご
来
場

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

問
オ
ー
ル
日
向
祭
実
行
委
員
会

（
さ
ん
ぴ
あ
内
）☎
50
・
０
３
０
０

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
て
、
便

利
で
豊
か
な
生
活
を
過
ご
す
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
、
無
料
の
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

　
こ
の
教
室
で
は
、
市
と
包
括
連
携

協
定
を
結
ん
で
い
る
ソ
フ
ト
バ
ン
ク

株
式
会
社
の
ス
マ
ホ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

が
講
師
と
な
り
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

の
基
本
操
作
な
ど
を
説
明
し
ま
す
。

　
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
販
売
す
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
年
齢
を
問
わ
ず

ど
な
た
で
も
、
何
回
で
も
参
加
で
き

ま
す
の
で
、
気
軽
に
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

◉
講
座
内
容

　
▶

基
礎
編

カ
メ
ラ
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
使
い
方
、

ニ
ュ
ー
ス
の
見
方
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
検
索
の
仕
方

▶

便
利
編

マ
ッ
プ
や
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
の
使
い

方
、
カ
メ
ラ
を
使
っ
た
検
索
の
仕

方
、
日
向
市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
活
用

法
（
バ
ス
時
刻
表
、
通
報
機
能
）

◉
定

　
　員
　
各
会
場
１
講
座
毎

　
　
　
　
　
　
先
着
20
人

◉
参 

加 

費
　
無
料

◉
申
込
締
切
　
各
講
座
の
７
日
前
ま
で

◉
申
込
方
法
　
電
話
で
申
し
込
み

※

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は
ソ
フ
ト
バ
ン

ク
株
式
会
社
が
準
備
す
るiP

h
o
n
e

を

使
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
お
持
ち
で
な
い
人

で
も
参
加
で
き
ま
す
。

※

募
集
定
員
に
達
し
た
時
点
で
、
講

座
の
受
付
を
締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

※

各
回
の
応
募
人
数
が
少
な
か
っ
た

場
合
は
、
中
止
に
な
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

問
行
政
改
革
・
デ
ジ
タ
ル
推
進
課
　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
係

☎
66
・
１
２
６
２

●日程・場所

入門編：午前９時30分～11時30分　便利編：午後１時～３時
どちらか１講座もしくは、両方でも参加可能

10月 2 日（水）
10月 3 日（木）
10月 4 日（金）
10月 9 日（水）
10月10日（木）
10月11日（金）

中央公民館
大王谷コミュニティセンター
日知屋公民館
細島公民館
日知屋公民館
中央公民館

日　程 場　所

協和病院
（認知症疾患医療センター）

二宮嘉正 院長

日向市認知症初期集中支援チーム員

月～金曜日8時30分～17時15分（祝日・年末年始を除く）

　
皆
さ
ん
は
、
日
向
市
に
ど
ん
な
市

民
活
動
団
体
が
あ
る
か
ご
存
知
で
す

か
？
ご
存
じ
な
い
方
、
大
チ
ャ
ン
ス

で
す
。

　
「
オ
ー
ル
日
向
祭
」
で
は
、
日
向

市
を
盛
り
上
げ
て
い
る
市
民
活
動
団
体

が
集
結
し
、
様
々
な
催
し
が
開
か
れ
ま

す
。
お
も
ち
ゃ
の
修
理
や
パ
ネ
ル
展

示
、
呈
茶
・
生
花
な
ど
の
体
験
コ
ー

ナ
ー
、
ス
テ
ー
ジ
発
表
を
企
画
し
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　
さ
ら
に
、
今
年
は
新
た
な
試
み
と

し
て
、
「
オ
ー
ル
日
向
祭
」
を
広
く

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
ロ
ゴ
マ
ー

さ
ま
ざ
ま

て
い
ち
ゃ
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＜ かくちゃん農園株式会社　代表取締役　黒木覚市さん ＞
へべすは皮が薄く、種が少ないため果汁が豊富な香酸かんきつです。
６月から１０月が旬で最も美味しい時期と言われていますが、当製品を通じて
一年中、へべすの風味を楽しむことができます。
香り高く、酸味がまろやかなへべす果汁は、ぜひ食卓に加えていただきたい
日向の逸品です。

へべすの果実が深緑になる９月上旬に収穫し、１つ１つ丁寧に手搾りした、苦味・
渋味の少ないこだわりの 100％果汁です。
料理のアクセントとして、または飲み物に入れてもお楽しみいただけます。

返礼品の登録
については
こちらから

～ ９月６日は「へべすの日」～

「 手搾りへべす果汁２本セット 」

返礼品事業者は随時募集しています。詳細は、市ホームページをご覧ください。
問ふるさと物産振興課ふるさと応援係☎ 56・1630

ここがオススメ！

発見‼ みんなの宝もの
市外のご家族や
友人・知人にも
ぜひ紹介を！

！
拡散希望！拡散希望！～日向市のふるさと納税の返礼品を紹介します～

ままちちかかどど
フフリリーートトーークク

ひなたｅスポーツフェスティバルの
「ぷよぷよ」ｅスポーツ大会に出場

的本　みなみ さん
（財光寺　14歳）

家族で「ぷよぷよ」ｅスポーツ大会に
出場しました。急遽、ピンチヒッ

ターとして出場することになり、普段か
らあまりゲームをしないこともあって、
ステージ上でのプレーは緊張しました。
貴重な経験として家族との思い出が作れ
て良かったです。

韓国語の勉強やダンスの練習を頑張っています！韓国語の勉強やダンスの練習を頑張っています！
「ひむか亭ラーメン」の高座名で中高
生の部に出場しました。

試合は３対３で行われ、お父さんと弟
と出場しました。

落語は兄と姉の影響で始めました。
小学校１年生から落語教室に通い、

月に２～３回練習をしています。人が笑
顔になることにやりがいを感じていて、
笑ってもらえるとすごくうれしいです。
ラストイヤーの高校３年生まで、この大
会に出続けたいと思います。

落語の練習と勉強の両立を頑張るぞ！落語の練習と勉強の両立を頑張るぞ！
ひむかの国こども落語全国大会に出場

田島　春
つ く る

来 さん
（財光寺　15歳）

このコーナーでは、取材先などで出会った「まちのひと」たちの声を紹介します。

　

　

わ
が
社
は
、
昭
和
31
年

（
１
９
５
６
年
）
に
操
業
し
、
今

年
で
68
年
目
を
迎
え
ま
す
。

　

ス
テ
ン
レ
ス
鋼
の
原
料
と
な

る
「
フ
ェ
ロ
ニ
ッ
ケ
ル
」
の
製

錬
と
製
錬
プ
ロ
セ
ス
で
生
産
さ

れ
る
「
グ
リ
ー
ン
サ
ン
ド(

人

口
砂)

」
を
製
造
し
て
い
ま
す
。

　

ス
テ
ン
レ
ス
は
シ
ン
ク
や
ス

プ
ー
ン
な
ど
の
家
庭
用
品
か
ら
、

自
動
車
、
ビ
ル
や
住
宅
の
建
材

な
ど
に
も
使
わ
れ
、
ま
た
、
グ

リ
ー
ン
サ
ン
ド
は
コ
ン
ク
リ
ー

ト
二
次
製
品
や
道
路
の
舗
装
、

肥
料
の
製
造
用
原
料
と
な
る
な

ど
、
身
近
な
と
こ
ろ
で
幅
広
く

活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

わ
が
社
は
、
温
厚
で
真
面
目

な
人
が
多
く
、
風
通
し
の
良
い

働
き
や
す
い
職
場
環
境
で
あ
る

ほ
か
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン

株式会社日向製錬所
代表取締役社長

原田　英比古 さん

船場町５番地
☎ 52・8101

株式会社日向製錬所

詳しくはこちら▶

問商工港湾課港湾・企業立地係☎ 66・1025

ス
を
充
実
さ
せ
る
た
め
の
福
利

厚
生
も
充
実
し
て
お
り
、
社
員

は
高
い
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
持

っ
て
日
々
の
業
務
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
地
域
の
イ
ベ
ン
ト

に
も
積
極
的
に
参
加
し
て
お
り
、

社
員
同
士
の
絆
も
自
然
と
深
ま

っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
を

念
頭
に
、
時
代
の
変
化
に
柔
軟

に
対
応
し
な
が
ら
、
付
加
価
値

を
高
め
た
製
品
の
製
造
や
、
社

員
が
安
心
し
て
働
け
る
環
境
づ

く
り
、
そ
し
て
地
域
に
も
貢
献

し
て
い
け
る
企
業
を
目
指
し
て

い
き
ま
す
。

第14代日向市国際交流員にトーマスさんをお迎え

８月から、市の第 14代国際交流員としてア
メリカ出身のトーマス・ホアンミン・トリ

ンさんが着任しました。
　本市では、平成 4年度から国際交流員を招致し
ています。国際交流員は、主に市町村の国際交流
部局などに配属され、その名のとおり「交流」を
メインに多文化共生に向けたきっかけづくりを行
うなど、地域の国際化を推進することを役割とし
ています。
　トーマスさんにもこ
れからさまざまな機会
を通じて交流を行って
もらう予定です。皆さ
ん、楽しみに待ってい
てください！
問地域コミュニティ課市民協働係☎ 66・1005

【第 14代日向市国際交流員プロフィール】

氏　名　トーマス　　ホアンミン　 トリン
　　　　Thomas　Hoang Minh　Trinh

出身地　アメリカ合衆国
　　　　ジョージア州　アメリカス市

（日向市へようこそ！）
（日向市へようこそ！）

Welcome to Hyuga City

　早速、日向ひょっとこ夏祭りに参加
　してきました！

日本で生活するのは
初めてです。皆さん、
いろいろと教えてく
ださい！
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◉開館日および時間
　火曜～金曜日＝午前９時～午後６時30分	
　土、日、祝日＝午前９時～午後５時	
◉今月の休館日　１日、毎週月曜日
問市立図書館 
☎54・1919（春原町１–47）

迷子手帳

妻 の誕生月が来ると、すぐに
「おめでとう」を云う。当日

は忘れているかもしれないから、今
のうちに云っておこうという気持ち
なのだ…。“迷子になれる”エッセ
イ集。
穂村弘／著　講談社

図書館からのお知らせです

おすすめの本

きもちのことばえほん

う れしい、かなしい、すき…。
自分のきもちをちゃんとこと

ばにできる！７ジャンル154の「き
もちのことば」をわかりやすい絵と
ともに紹介。語彙力・表現力・コミ
ュニケーション力・思考力がぐんぐ
ん伸びる楽しいえほん。
金田一秀穂／監修 日本図書センター

お茶でかんたん飲む薬膳

疲 れ目に緑茶＋菊花、便秘に
紅茶＋プルーン…。お茶に

食材を1つプラスすることで、さ
らに効能を高めたり、別の効能を
補ったりする“飲む薬膳”を提
案。心身をいたわる季節の茶菓子
のレシピも紹介する。
植木もも子／著　家の光協会

◉19歳までに手に入れる7つの武器（樺沢紫苑／幻冬舎）
◉はじめてのワイヤーどうぶつ（gogo3jino／産業編集センター）
◉もりのはなやさん（ふくざわゆみこ／Gakken）
他にも毎週金曜日、午後３時に新刊が出ています。
詳しくは、新刊案内、図書館ホームページで見ることができます。

新しく入った本

◉９月14日㈯、午後１時30分から４時（受付
は３時まで）、さんぴあ会議室で。修理は無料
ですが、部品・材料代は自己負担です。
問 ☎090・9607・3299（岸本）

おもちゃ病院ひゅうが✚

こわれた
おもちゃを
修理！

2024.9　2024.9　　　　　1616

小さな笑顔は未来の力 みんなで育てよう"ひゅうがっ子”小さな笑顔は未来の力 みんなで育てよう"ひゅうがっ子”
Let`s support child raising together in our community.

日 　 向 　 市 　 子 　 育 　 て 　 応 　 援 　 宣 　 言

９月１日 
（第１日曜）

田原病院 
（延岡市伊達町２－62） ☎0982･32･4987

９月８日 
（第２日曜）

こどもクリニックたしろ 
（日向市原町４丁目58－４） ☎0982･56･1515

９月15日 
（第３日曜）

おきしま小児科 
（延岡市大貫町４－1338－１） ☎0982･33･0222

９月16日 
（敬老の日）

お倉が浜 Kids クリニック 
（日向市財光寺1737－１－１） ☎0982･66･7611

９月22日 
（秋分の日）

さわ小児科クリニック 
（延岡市古川町610 ‐１） ☎0982･21･1412

９月23日 
（振替休日）

松崎医院 
（延岡市昭和町１‐ 11 ‐１） ☎0982･21･0001

９月29日 
（第５日曜）

桜ヶ丘ファミリークリニック 
（延岡市夏田町414 ‐１） ☎0982･28･2280

広域連携による

小児科医の日曜・祝日などの在宅当番医

小児科の診療時間は、午前９時から午後６時までです。
当番医は変更になる場合もあるので、受診前に電話で確認してください。

子ども救急医療電話相談

県北救急医療ダイヤル（年齢に関係なく利用可能）

　小児の急な病気やケガについて、電話で相談でき
ます。看護師が相談に応じますが、電話相談のみで
診療を直接実施するものではありません。

　急な病気やケガなどの際、電話による相談を受
け付け、医師や看護師が医療機関受診の時期や、
家庭で実施可能な対応方法などの助言を行います。
　年齢に関係なくどなたでも利用できます。相談
内容など、利用者のプライバシーは守られます。

◉相談時間　午後７時から翌朝８時まで（年中無休）
◉対 象 者　15歳未満の子どもとその保護者
◉電話番号　＃8000（プッシュ回線対応固定電話、携帯電話の場合）
　　　　　　0985・35・8855（ダイヤル回線の場合）

◉対応時間　月曜～土曜、午後５時から翌朝８時。
　　　　　　日、祝日（年末年始を含む）は24時間。
◉利用方法　年齢、お住まいの市町村を伝え、症状
　　　　　　などを相談してください。
◉電話番号　0120・865・554（通話無料）

日曜・祝日などの在宅当番医
日向市東臼杵郡医師会テレフォンサービス
☎53・1214　　https://hyuga-ishikai.jp

　平日の夜間、急な病気やケガの治療が必要な人のための診
療所です。症状によっては対応できない場合もありますので、
受診前に必ず電話で確認してください。診療対象者は原則中
学生以上です。
◉診療時間　平日の夜間、午後７時30分から午後９時30分　　
　　　　　　まで（受付＝午後７時15分から）
◉診 療 科　内科・外科
◉電話番号　50・1000

日向市初期救急診療所
日向市北町２丁目10番地

延岡市夜間急病センター小児科
延岡市出北６‒1621（延岡市医師会病院となり）

　小児の夜間の急な病気やケガに対して、延岡・日
向地区の小児科医が協力して診療に当たります。
◉診療時間　午後７時30分から午後11時まで
◉診 療 科　小児科（毎日）
◉電話番号　0982・21・9999

年齢に関係なく
どなたでも

利用できます。

当番医は変更になる場合もあるので、受診前に必ず電話で確認してください。

現在、感染症予防の観点から診療前の問診時に詳しい症状などをお聞きするため、
通常より時間がかかる場合があります。ご理解とご協力をお願いします。診療前の問診について

児童手当制度が
改正されます

市立図書館の
ホームページ

市立図書館の
公式LINE

主な拡充内容
◉支給対象年齢の延長
　児童手当の支給対象となる子どもの年齢
が、18歳に達する日以後の最初の3月31日
（高校生年代）までとなります。
◉所得制限の撤廃
　所得の額にかかわらず、児童手当が支給されます。
◉第3子加算の増額
　第3子以降の子どもは、月額3万円の支給となります。
「第3子以降」とは、22歳の誕生日後の最初の3月31日ま
で養育している児童のうち、3番目以降を指します。
◉支給月の変更
　支給月が4月、6月、8月、10月、12月、2月の年6回とな
ります。

◉掲載対象＝1・2・3歳の誕生日を迎えた乳幼児など。
◉投稿方法＝Eメール。子どもの氏名（ふりがな）・住所・
年齢、保護者の連絡先、および30文字程度のコメント
（絵文字は表示できないものがあります）を記載して、撮
影した写真を添付して送信してください。
※投稿多数により掲載できない場合も
あります。
◉送信宛先　 public@hyugacity.jp
問秘書広報課　☎66・1003

２歳おめでとう！えりちゃん
とのお話が毎日楽しみだよ♡
大きくな～れっ！

高村　依
え り
里ちゃん

（２さい・財光寺）

２歳のお誕生日おめでとう。
これからもたくさん思い出
作ろうね。

加賀　木
こ と
都ちゃん

（２さい・亀崎）

携帯電話で撮影した写真を、二次元コードかららくらく送信。誕生日の記念などに、お子さんのかわいい写真を投稿してみませんか？

メールでカンタン投稿！我が家の天使大集合！

読者投稿コーナー

令和 6年10月分から、
児童手当制度が拡充されます。
拡充後の最初の支給は、
令和 6年12月です。

（令和 6年10月・11月分）

子ども映画上映会  （60分程度）
◉９月８日㈰　午前10時30分	～
①こどもにんぎょう劇場			「おむすびころりん」
②ふしぎ駄菓子屋銭天堂			「イケ面」「スピーチジュース	前編、後編」

親子で「絵本の読み聞かせ」
◉幼児向け	 ９月  ４日㈬ 午後３時30分	～	４時　
◉乳幼児向け	 ９月19日㈭ 午前10時30分	～ 10時50分　
◉小学生向け	９月28日㈯ 午前11時	～ 11時30分　

問こども課こども福祉係☎66・1021

3歳おめでとう！体も声も態
度も日に日に増してお手上げ
です！これからもすくすく成
長してね！

寺尾　奏
そうすけ

佑ちゃん
（３さい・亀崎東）

2さ
い 2さ

い 3さ
い



　 　　

f o o d

h e a l t hw a l k

嬉しい実りの秋、食欲の秋
が近づいてきました。道
の駅とうごうでは、今年
も新米、甘くおいしい梨・
ぶどう・みかんなどを続々
入荷しています。今年は
箱入り贈答用もお店に並
んでいます。実りの秋を
大切な方に送ってみてはいかがでしょうか。
問道の駅とうごう☎68・3072

実りの秋をお届けします！
道の駅とうごうからのお知らせ

コテージ日帰りプラン
宿泊可能なコテージを日帰りで
利用できるお得なプランをご用
意。週末・休日のひと時をご家
族や友達同士でバーベキューな
どを気軽に楽しめます。

【日帰りプラン料金（午前11時～午後４時）】
◉5人用コテージ　3300円
◉10人用コテージ　5500円
※日帰りプランの受付は電話のみ
問㈱東郷町ふるさと公社☎69・7720

牧水公園からのお知らせ

【道の駅日向情報】
◉伊勢エビ解禁！
伊勢エビの解禁時期になりました。
道の駅日向では、幸脇の海で取れた
伊勢エビを地元の漁師さんから直接買い付けて販売し
ています。そのため、贈り物としても大変喜ばれてい
ます。刺身やボイルで豪華な晩餐をお楽しみください。
発送もできます。ぜひお立ち寄りください。
◉生落花生入荷中！
この時期にしか味わえない、生落花生！炒り落花生と
は違い、水分量が多く、塩ゆですると、ほくほくとし
た食感と甘みが楽しめます。ぜひご賞味ください。
問道の駅日向☎56・3809

牧水公園の
ホームページは
こちら

日向サンパーク情報

【道の駅日向「物産館」　☎56・3809】
◉営業時間　午前９時～午後６時

【体育施設（テニス場）　☎58・1155】
◉営業時間　午前９時～午後９時
（午後７時～９時のナイターは前日までの予約制）
【オートキャンプ場　☎58・0636】
◉営業時間　午前８時～午後７時（場内Wi-Fi 完備）
※予約はネット予約「なっぷ」から

【ドッグラン　☎58・0636】
◉営業時間　午前９時～午後５時
問㈱日向サンパーク☎56・3800

　

コテージ「寒椿」

店頭に並ぶ秋の味覚
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道駅食楽

日
向
市
無
形
民
俗
文
化
財

永
田
の
ひ
ょ
っ
と
こ
踊
り

大
盛
況
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
た「
日

向
ひ
ょ
っ
と
こ
夏
祭
り
」は
、
今

年
も
多
く
の
ひ
ょ
っ
と
こ
踊
り
愛
好
家

が
参
加
し
、
親
交
を
深
め
ま
し
た
。
狐
、

お
か
め
、
ひ
ょ
っ
と
こ
の
面
と
赤
い
衣

装
に
身
を
包
み
、
軽
快
な
音
楽
に
合
わ

せ
て
踊
る
姿
は
、
私
た
ち
の
目
を
楽
し

ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

　
明
治
時
代
、
塩
見
の
永
田
地
区
に
開

業
し
た
眼
科
医
、
橘
公
行
氏
に
よ
っ
て

も
た
ら
さ
れ
た
永
田
の
ひ
ょ
っ
と
こ
踊

り
は
、
平
成
４
年
に
日
向
市
の
無
形
民

俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
踊

り
の
ル
ー
ツ
は
関
東
一
円
で
広
く
踊
ら

れ
て
い
た
江
戸
の
里
神
楽
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
て
お
り
、
稲
荷
信
仰
に
基
づ
い

た
奉
納
踊
り
と
し
て
の
性
格
を
強
く
残

す
も
の
で
す
。

　
現
在
は
2
月
の
初
午
に
、
橘
ひ
ょ
っ

と
こ
踊
り
保
存
会
に
よ
っ
て
塩
見
の
永

田
集
落
セ
ン
タ
ー
で
踊
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
か
つ
て
は
永
田
地
区
の
稲
荷
神
社

に
奉
納
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
永
田
の
高
橋
家
に
残
さ
れ
た
慶
応
元

（
1
8
6
5
）年
の「
ピ
ー
ヒ
ョ
ロ
踊
り
の

由
来
」に
は
、
永
田
の
稲
荷
神
社
に
つ
い

て
、
次
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
江
戸
時
代
の
初
期
、
塩
見
の
永
田
村
に

住
ん
で
き
こ
り

4

4

4

を
し
て
い
た
老
人
が
、

健康一番

9
月
は「
健
康
増
進
普
及
月
間
」

健
康
の
維
持
に
は
睡
眠
が
不
可
欠
！

牧
水
公
園
で
は
コ
テ
ー
ジ
日
帰
り
プ
ラ
ン
も

道
の
駅
で
秋
の
味
覚
を
楽
し
ん
で

皆
さ
ん
、
睡
眠
で
休
養
が
と
れ
て
い

ま
す
か
。睡
眠
は
、こ
ど
も
、成
人
、

高
齢
者
の
い
ず
れ
の
年
代
に
お
い
て
も
健

康
の
保
持
・
増
進
に
不
可
欠
な
休
養
活

動
で
す
。
良
い
睡
眠
と
は
、睡
眠
の
量
（
睡

眠
時
間
）
と
質
（
睡
眠
休
養
感
※
）
が
十

分
に
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
国
の
健
康
に
関
す
る
計
画
で
あ
る
「
健

康
日
本
21
」
で
は
、
睡
眠
で
休
養
が
と
れ

て
い
る
人
の
割
合
は
、
78
・
3
％
で
、
令

和
14
年
度
ま
で
に
80
％
に
す
る
こ
と
を
目

標
と
し
て
い
ま
す
。

1
　
睡
眠
時
間
が
短
い
こ
と
に
よ
る

健
康
へ
の
リ
ス
ク

　
睡
眠
時
間
が
極
端
に
短
い
と｢

肥
満｣

｢

高
血
圧｣

｢

糖
尿
病｣

｢

心
疾
患｣

｢

脳

血
管
疾
患｣

｢

認
知
症｣

｢

う
つ
病｣

な
ど

の
発
症
リ
ス
ク
が
高
ま
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
睡
眠
時
間
が

1
日
あ
た
り
5
時
間
未
満
の
人
は
、
5

時
間
以
上
の
人
と
比
べ
て
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
発
症
リ
ス
ク
が
上
昇
し
ま

す
。

2  

休
日
の
「
寝
だ
め
」
に
よ
る

健
康
へ
の
リ
ス
ク

　
慢
性
的
な
睡
眠
不
足
と
、
頻
回
に
体

内
時
計
の
ず
れ
が
生
じ
る
こ
と
で
、
健
康

への
悪
影
響
が
あ
り
、
生
活
習
慣
病
や
う

つ
病
の
発
症
リ
ス
ク
と
な
り
ま
す
。

歴史探訪

3
　
適
正
な
睡
眠
時
間
の
目
安

▼
高
齢
者

①�

寝
床
で
過
ご
す
時
間
が
長
く
な
る
こ
と

が
健
康
リ
ス
ク
と
な
る
た
め
、
床
上
時

間
が
8
時
間
以
上
に
な
ら
な
い
こ
と
を

目
安
に
す
る
。

②�

長
い
昼
寝
は
夜
間
の
良
眠
を
妨
げ
る
た

め
、
日
中
は
長
時
間
の
昼
寝
は
避
け
、

活
動
的
に
過
ご
す
。

▼
成
人

①�

適
正
な
睡
眠
時
間
に
は
個
人
差
が
あ
る

が
、
6
時
間
以
上
を
目
安
と
す
る
。

▼
こ
ど
も

①�

小
学
生
は
9
～
12
時
間
、
中
学
・
高

校
生
は
8
～
10
時
間
を
目
安
に
す
る
。

②�

朝
は
太
陽
の
光
を
浴
び
て
、朝
食
を
し
っ

か
り
摂
り
、
日
中
は
運
動
を
し
て
、
夜

ふ
か
し
の
習
慣
化
を
避
け
る
。

　
寝
付
け
な
い
、
睡
眠
休
養
感
が
低
い
な

ど
睡
眠
に
よ
る
問
題
が
1
か
月
以
上
続
い

て
い
る
場
合
は
、
早
め
に
専
門
家
（
医
療

機
関
な
ど
）
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

※
睡
眠
休
養
感
：
睡
眠
で

休
養
が
と
れ
て
い
る
感
覚

問
健
康
増
進
課

☎
66
・
1
0
2
4

警
報
と
は
、
重
大
な
災
害
が
起
こ

る
恐
れ
の
あ
る
と
き
に
警
戒
を

呼
び
か
け
る
予
報
で
す
。

　
災
害
の
発
生
が
予
想
さ
れ
る
場
合
は

気
象
庁
や
市
か
ら
、
「
警
戒
レ
ベ
ル
」

を
つ
け
て
避
難
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
市
民

の
皆
さ
ん
へ
お
伝
え
し
ま
す
。

◉
避
難
情
報
の
発
令
基
準

　
耳
川
、
小
丸
川
、
塩
見
川
流
域
で

は
、
河
川
水
位
が
基
準
に
な
り
ま
す
。

宮
崎
県
の
雨
量
・
河
川
水
位
観
測
情
報

に
基
づ
き
、
降
水
予
測
な
ど
を
総
合
的

に
判
断
し
て
発
令
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
雨
量
や
河
川
水
位
の
情
報
は
Ｎ

Ｈ
Ｋ
の
デ
ー
タ
放
送
で
も
配
信
さ
れ
ま
す
。

【
対
策
１
】
警
戒
レ
ベ
ル
を
知
ろ
う

　
避
難
情
報
は
必
ず
し
も
「
警
戒
レ
ベ

ル
」
の
１
か
ら
５
の
順
番
で
発
令
さ
れ

る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
身
の
危
険
を
感

じ
た
ら
、
避
難
を
始
め
て
く
だ
さ
い
。

▼
警
戒
レ
ベ
ル
１
（
気
象
庁
発
表
）

・
災
害
へ
の
心
構
え
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

▼
警
戒
レ
ベ
ル
２
（
気
象
庁
発
表
）

・
避
難
に
備
え
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
な

ど
で
避
難
経
路
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

▼
警
戒
レ
ベ
ル
３
（
高
齢
者
等
避
難
）

・
高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
人
、
子
ど

も
な
ど
、
避
難
に
時
間
を
要
す
る
人
や

支
援
が
必
要
な
人
な
ど
は
危
険
な
場
所

か
ら
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

▼
警
戒
レ
ベ
ル
４
（
避
難
指
示
）

・
全
員
、
危
険
な
場
所
か
ら
避
難
し
ま

し
ょ
う
。

▼
警
戒
レ
ベ
ル
５
（
緊
急
安
全
確
保
）

・
直
ち
に
、
自
宅
の
２
階
や
崖
か
ら
離

れ
た
部
屋
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

【
対
策
２
】
情
報
を
収
集
し
よ
う

▼
防
災
情
報
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス

　
気
象
な
ど
に
関
す
る
特
別
警
報
、
地

震
・
津
波
に
関
す
る
情
報
、
避
難
指
示

や
避
難
所
開
設
な
ど
の
避
難
情
報
、
ミ

サ
イ
ル
攻
撃
な
ど
の
国
民
保
護
情
報
、

そ
の
他
防
災
に
関
す
る
緊
急
情
報
を
配

信
し
て
い
ま
す
。

▼
防
災
行
政
無
線

　
市
内
95
か
所
に
設
置
。
屋
外
ス
ピ
ー

カ
ー
か
ら
流
れ
る
防
災
行
政
無
線
の
放

送
内
容
が
聞
き
取
れ
な
か
っ
た
人
の
た
め

に
、
無
料
で
放
送
内
容
が
確
認
で
き
る「
防

災
行
政
無
線
放
送
内
容
確
認
ダ
イ
ヤ
ル

（
☎
０
８
０
０
・
２
０
０
・
３
１
４
９
）
」

を
設
け
て
い
ま
す
。

　
防
災
情
報
を
い
ち
早

く
キ
ャ
ッ
チ
し
て
、
災

害
や
危
機
か
ら
身
を

守
る
行
動
に
つ
な
げ
ま

し
ょ
う
。

問
防
災
推
進
課
地
域
防
災
係
☎
66・1
０
１
１

永
田
山
の
仙
塔
庵
と
い
う
と
こ
ろ
で
、

作
業
中
に
昼
寝
を
し
て
い
た
白
狐
に
木

材
で
大
怪
我
を
さ
せ
た
。
老
人
は
、
悲

鳴
を
あ
げ
て
振
り
向
き
な
が
ら
谷
間
へ

消
え
て
い
っ
た
そ
の
狐
の
こ
と
が
忘
れ

ら
れ
ず
、
ま
た
そ
れ
か
ら
永
田
村
に
は

不
作
や
不
幸
が
続
き
、
老
人
夫
婦
が
近

く
の
神
社
に
お
参
り
し
た
と
こ
ろ
社
祠

を
造
る
よ
う
お
告
げ
を
受
け
た
。
そ
こ

で
村
の
人
び
と
と
協
力
し
て
祠
を
造
り

稲
荷
神
社
と
し
て
祀
っ
た
と
こ
ろ
、
永

田
村
は
次
第
に
繫
栄
し
て
き
た
。
し
ば

ら
く
し
て
白
狐
か
ら
今
度
は
こ
ち
ら
が

返
礼
し
た
い
か
ら
願
い
ご
と
が
あ
れ
ば

何
で
も
祈
願
す
る
よ
う
に
と
の
お
告
げ

を
受
け
た
」そ
の
後
ヒ
ョ
ウ
助
と
オ
カ
メ

が
、
子
宝
に
恵
ま
れ
る
よ
う
祈
願
に
行

き
、
永
田
の
ひ
ょ
っ
と
こ
踊
り
の
伝
承

に
繋
が
り
ま
す
。

防災減災

災
害
へ
の
備
え
は
で
き
て
い
ま
す
か
？

警
戒
レ
ベ
ル
を
知
り
早
め
の
避
難
を

d i s a s t e r
prevention

【風水害編】

問教育総務課文化財係
☎66・1036
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情
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問は問い合わせ先、 は申請、または申し込み先の略です。

日向市役所 ☎52・2111㈹　東郷総合支所 ☎69・2111㈹　
日向市ホームページ https://www.hyugacity.jp/ く

ら
しの

Event&Recruit
Information

お
知
ら
せ

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の

新
規
発
行
が
終
了
し
ま
す

　
国
の
法
改
正
に
よ
り
、
令
和
６
年
12
月
２
日

か
ら
現
在
の
健
康
保
険
証
の
新
規
・
再
発
行
は

終
了
し
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
健
康
保
険

証
が
一
体
化
し
た「
マ
イ
ナ
保
険
証
」を
基
本
と

す
る
仕
組
み
に
移
行
さ
れ
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る
人
の
保

険
証
は
、
記
載
し
て
い
る
有
効
期
限
ま
で（
最
長

で
令
和
７
年
７
月
31
日
ま
で
）利
用
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
令
和
６
年
12
月
２
日
以
降
に
転
居
な

ど
で
保
険
証
の
記
載
事
項
に
変
更
が
あ
っ
た
場

合
は
、
そ
の
時
点
で
使
え
な
く
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
マ
イ
ナ
保
険
証
を
持
っ
て
い
な
い
人
に

は
、
保
険
証
に
代
わ
っ
て
保
険
証
の
有
効
期
限

が
切
れ
る
前
に「
資
格
確
認
書
」を
交
付
し
ま
す
。

　
マ
イ
ナ
保
険
証
へ
の
切
替
え
を
ご
検
討
く
だ

さ
い
。

問
国
民
健
康
保
険
課
国
民
健
康
保
険
係

☎
内
線
２
１
５
６

10
月
12
日
㈯
日
向
市
戦
没
者
追
悼
式

を
開
催
し
ま
す

　
戦
争
で
亡
く
な
ら
れ
た
人
た
ち
の
ご
冥
福
を

お
祈
り
す
る
と
と
も
に
、
平
和
へ
の
願
い
を
後

世
に
伝
え
て
い
く
た
め
に
、
次
の
と
お
り
戦
没

者
追
悼
式
を
開
き
ま
す
。

　
今
年
は
、
終
戦
79
年
目
で
す
。
改
め
て
、
平

和
の
大
切
さ
を
考
え
る
機
会
と
し
て
、
多
く
の

市
民
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◉
日
時　
10
月
12
日
㈯
午
前
10
時
～
11
時（
受

付
は
午
前
９
時
30
分
か
ら
）

◉
場
所　
市
役
所
１
階
市
民
ホ
ー
ル

問
福
祉
課
地
域
共
生
政
策
係
☎
66
・
１
0
1
9

資
源
物
の
持
ち
去
り
は

禁
止
行
為
で
す

　
地
区
の
資
源
物
集
積
所
か
ら
空
き
缶
な
ど
を

持
ち
去
る
情
報
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
行
為
を
見
か
け
た
場
合
、
場

所
、
車
種
や
ナ
ン
バ
ー
な
ど
の
情
報
を
環
境
政

策
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
持
ち
去
り
者
と
の
接
触
は
大
変
危
険
で

す
の
で
、
安
全
の
た
め
に
お
控
え
く
だ
さ
い
。

問
環
境
政
策
課
資
源
循
環
推
進
係

☎
53
・
２
２
５
６

15
～
49
歳
の
方
の
就
職
を

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

　
み
や
ざ
き
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で

は
、
働
く
こ
と
に
悩
み
を
抱
え
る
人
や
そ
の
家

族
、
ま
た
、
就
職
氷
河
期
世
代
（
35
～
49
歳
）
へ

の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
就
職
活
動
の
方
法
が

分
か
ら
な
い
、
自
分
に
ど
ん
な
仕
事
が
あ
っ
て
い

る
か
分
か
ら
な
い
、
就
職
の
ブ
ラ
ン
ク
が
あ
り
心

配
と
い
う
人
は
、
ぜ
ひ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

◉
支
援
の
内
容　
①
応
募
書
類
作
成
や
面
接
対

策
な
ど
②
こ
こ
ろ
の
相
談
③
職
業
適
性
検
査
④

パ
ソ
コ
ン
セ
ミ
ナ
ー
や
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
講
座

⑤
短
期
型
の
職
業
体
験

※
就
職
後
の
職
場
定
着
支
援
も
行
っ
て
い
ま
す
。

◉
利
用
時
間　
午
前
9
時
～
午
後
4
時

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
日
向
出
張
相
談
も
実
施
し
て

い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
サ
テ
ラ
イ
ト
延
岡
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
み
や
ざ
き
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
サ

テ
ラ
イ
ト
延
岡
（
延
岡
市
職
業
訓
練
支
援
セ
ン

タ
ー
1
階
）
☎
０
９
８
２
・
37
・
１
１
９
０

屋
外
広
告
物
の
ル
ー
ル
を
守
っ
て

安
全
で
美
し
い
景
観
を

　
屋
外
広
告
物
は
、
生
活
に
必
要
な
情
報
を
伝
え

る
と
と
も
に
、
ま
ち
を
活
気
づ
け
る
役
割
を
担
い

ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
が
無
秩
序
に
氾
濫
し
、
管

理
も
お
ろ
そ
か
に
な
る
と
、
街
並
み
や
自
然
の
景

観
を
損
な
う
だ
け
で
な
く
、
落
下
な
ど
の
事
故
で

人
々
に
危
害
を
及
ぼ
す
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。

　
安
全
で
美
し
い
景
観
を
守
る
た
め
に
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

◉
屋
外
広
告
物
と
は

　
看
板
や
張
り
紙
な
ど
、
継
続
的
に
屋
外
で
多

く
の
人
た
ち
に
対
し
て
看
板
や
工
作
物
な
ど
を

使
っ
て
表
示
す
る
も
の
。

　
屋
外
広
告
物
を
掲
出
す
る
た
め
に
は
、
許
可
が

必
要
で
す
。
ま
た
、
地
域
や
広
告
物
の
種
類
ご
と

に
、
面
積
や
高
さ
な
ど
の
基
準
が
あ
り
ま
す
。

　
事
前
の
相
談
や
許
可
手
続
き
を
行
わ
ず
に
掲

出
し
た
こ
と
で
、
指
導
対
象
に
な
る
も
の
が
多

発
し
て
い
ま
す
。
屋
外
広
告
物
を
掲
出
す
る
前

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

問
日
向
土
木
事
務
所
管
理
担
当
☎
52
・
４
１
７
２

募
　
集

ド
ロ
ー
ン
活
用
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

体
験
教
室
の
参
加
者
を
募
集

　
ド
ロ
ー
ン
や
ロ
ボ
ッ
ト
を
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
で
動
か
し
て
み
よ
う
！
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
を
し
た
こ
と
が
な
い
子
も
講
師
が
丁
寧

に
教
え
ま
す
。
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
体
験
を
通
し

て
未
来
の
可
能
性
を
広
げ
ま
し
ょ
う
！

◉
日
程　
９
月
28
日
㈯
・
29
日
㈰
、午
前
9
時
～

午
後
4
時

◉
会
場　
日
知
屋
公
民
館
２
階
大
会
議
室

◉
参
加
費　
無
料

◉
対
象　
市
内
在
住
の
小
学
３
～
６
年
生

◉
申
込
期
間　
8
月
29
日
㈭
、午
後
６
時
～
９
月

22
日
㈰
、
午
後
５
時

◉
申
込
方
法　
二
次
元

コ
ー
ド
か
ら
申
し
込
み

◉
定
員　
各
日
先
着
25
人

問
行
政
改
革
・
デ
ジ
タ
ル
推
進
課
Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進

係
☎
66
・
１
２
６
２

市
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

◉
申
込
書
配
布
日
時　
10
月
４
日
㈮
か
ら

◉
申
込
書
配
布
場
所　
地
区
管
理
会
社（
県
北
住

宅
管
理
セ
ン
タ
ー
日
向
営
業
所
☎
57
・
３
１
５
１
／

大
成
不
動
産
☎
52
・
１
５
６
２
／chouchou

不

動
産
☎
60
・
４
１
８
９
／
不
動
産
パ
ー
ト
ナ
ー
☎
60
・

２
３
６
０
／
岩
本
不
動
産
☎
52
・
３
４
２
２
）

◉
募
集
戸
数　
若
干
数

◉
申
込
資
格（
①
～
④
す
べ
て
を
満
た
す
人
）

①
入
居
者
と
同
居
親
族
等
に
持
ち
家
が
な
い
こ

と
②
収
入
基
準（
公
営
住
宅
法
に
よ
り
計
算
し

た
入
居
者
と
同
居
親
族
等
の
過
去
１
年
間
の
収

入
月
額
が
15
万
８
千
円
以
下
）を
満
た
す
こ
と

③
市
税
や
国
民
健
康
保
険
税
を
滞
納
し
て
い
な

い
こ
と
④
入
居
者
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す
る

親
族
等
が
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

◉
申
込
受
付
期
間　
10
月
８
日
㈫
～
10
日
㈭

◉
申
込
会
場　
地
区
管
理
会
社

◉
抽
選
日　
10
月
17
日
㈭

◉
入
居
可
能
日　
12
月
１
日
㈰

※
県
北
住
宅
管
理
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
市
営
住
宅
の
入
居
者
募
集
に
つ
い
て
案
内

を
し
て
い
ま
す
。

問
県
北
住
宅
管
理
セ
ン
タ
ー
日
向
営
業
所

☎
57
・
３
１
５
１

商
工
業
に
関
す
る
表
彰
・
認
定
推
薦

の
受
付
を
開
始
し
ま
す

　
業
務
に
精
励
し
、
市
民
の
模
範
と
な
る
従
業
員

や
労
働
環
境
の
向
上
に
取
り
組
む
企
業
な
ど
各

種
表
彰
・
認
定
の
候
補
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◉
主
な
要
件

①
商
工
業
優
良
従
業
員
表
彰　
市
内
の
同
一
事

業
所
に
満
15
年
以
上
勤
務
し
て
い
る
方

②
日
向
マ
イ
ス
タ
ー
表
彰　
技
能
検
定
１
級
に
合

格
し
た
方
の
う
ち
、
特
に
優
れ
た
技
能
を
有
す
る
方

③
日
向
ヤ
ン
グ
マ
イ
ス
タ
ー
表
彰　
県
内
規
模

の
技
能
競
技
大
会
で
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
概

ね
40
歳
未
満
の
方

④
社
員
が
輝
く
！
先
進
企
業
認
定　
男
女
共
同
参

画
や
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
推
進
と
い
っ
た

職
場
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
企
業

◉
申
込
締
切　
10
月
４
日
㈮

◉
表
彰
式　
11
月
26
日
㈫
、
午
後
１
時
30
分

　
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
商
工

港
湾
課
ま
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
商
工
港
湾
課
中
小
企
業
振
興
係

☎
66
・
１
０
２
５

第
13
回
日
向
市
景
観
賞

景
観
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
開
催

「
素
敵
な
つ
く
り
も
の
、
素
敵
な
ひ
と
の
い
と

な
み
」
を
テ
ー
マ
に
景
観
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

を
開
催
し
ま
す
。

◉
応
募
対
象　
「
建
築
物
・
イ
ン
フ
ラ
部
門
」

と
「
人
の
営
み
部
門
」
の
２
部
門
で
開
催
。
市

内
で
撮
影
し
た
写
真
を
募
集
し
ま
す
。

※
詳
細
は
、
市
役
所
や
各
支
所
な
ど
で
配
布
す
る

チ
ラ
シ
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◉
応
募
締
切　
10
月
31
日
㈭（
当
日
消
印
有
効
）

◉
審 

査 

日　
令
和
６
年
12
月
予
定

◉
表 

彰 

式　
令
和
７
年
１
月
予
定

◉
応
募
方
法　
プ
リ
ン
ト
作
品
は
、
募
集
チ
ラ

シ
の
応
募
用
紙
と
あ
わ
せ
て
応
募
し
て
く
だ
さ

い
。
デ
ジ
タ
ル
作
品
は
、

下
記
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら

も
応
募
で
き
ま
す
。

問
都
市
政
策
課
都
市
企
画
係
☎
内
線
２
３
０
２

toshi@
hyugacity.jp

イ
ベ
ン
ト
・
催
し

「
２
０
２
４ 

消
防
救
急
フ
ェ
ア
」を

９
月
８
日
㈰
に
開
催
し
ま
す

　
消
防
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、

「
２
０
２
４
消
防
救
急
フ
ェ
ア
」を
開
催
し
ま
す
。

　
当
日
は
Ｓ
Ｋ
車
（
屈
折
は
し
ご
車
）
の
体
験

搭
乗
、
防
火
服
を
着
装
し
て
の
写
真
撮
影
会
、

レ
ス
キ
ュ
ー
隊
に
よ
る
訓
練
展
示
な
ど
、
多
く

の
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

◉
日
時　
９
月
８
日
㈰
、
午
前
10
時
～
正
午

◉
場
所　
イ
オ
ン
日
向
店　
駐
車
場

　
参
加
料
は
無
料
で
す
。
多
く
の
ご
来
場
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

問
日
向
市
消
防
本
部
警
防
課
☎
53
・
５
９
４
８

「
食
生
活
改
善
推
進
員
養
成
講
座
」

を
開
催
し
ま
す

　
食
生
活
改
善
推
進
員
と
は
、
食
と
栄
養
に
関

す
る
正
し
い
知
識
を
学
び
、
地
域
で
食
を
通
し

た
健
康
づ
く
り
を
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

養
成
講
座
で
学
ん
だ
こ
と
を
、
自
分
や
家
族
の

生
活
に
役
立
て
、
ま
た
、
近
所
の
人
や
地
域
の

人
に
広
げ
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
健
康
づ
く

り
に
も
役
立
て
て
い
ま
す
。

　
料
理
が
好
き
な
人
、
食
生
活
や
健
康
に
つ
い
て

考
え
て
み
た
い
人
に
お
す
す
め
の
講
座
で
す
。
養

成
講
座
は
4
回
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
、

気
軽
に
講
座
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
参
加
を
希
望
す
る
人
や
詳
し
く
聞
い
て
み
た

い
人
は
、
健
康
増
進
課
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

◉
申
込
締
切　
９
月
27
日
㈮

問
健
康
増
進
課
健
康
づ
く
り
係
☎
66
・
１
０
２
４

日
向
市
障
が
い
児
・
者
ス
ポ
ー
ツ

大
会
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
障
が
い
児
・
者
の
人
た
ち
と
ス
ポ
ー
ツ
を
通

し
て
ふ
れ
あ
う
機
会
と
し
て
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を

実
施
し
ま
す
。

　
本
大
会
は
、
競
技
な
ど
を
通
じ
て
障
が
い
に
対

す
る
理
解
を
深
め
、
地
域
共
生
社
会
の
推
進
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
障
が
い
の
あ
る

人
、
な
い
人
に
か
か
わ
ら
ず
、
ど
な
た
で
も
参
加

で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
参
加
費
無
料
、
申
し
込
み
不
要

◉
日
時　
９
月
８
日
㈰
、
午
前
９
時
～
午
後
０

時
30
分

◉
会
場　
サ
ン
ド
ー
ム
日
向

◉
競
技　
パ
ン
食
い
競
争
、
一
本
釣
り
な
ど

問
日
向
市
障
が
い
児
・
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
実
行

委
員
会
事
務
局
（
日
向
市
障
が
い
者
セ
ン
タ
ー

あ
い
と
ぴ
あ
）
☎
52
・
５
４
３
４

申し込みは
こちらから

こちらから
応募できます
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「秋の全国交通安全運動」の実施
◉期間：９月21日㈯～９月３0日㈪
運動の重点内容：①反射材用品の着
用や安全な横断方法の実践による交
通事故防止②早めのライト点灯やハイ
ビームの活用、飲酒運転の根絶③自転
車・特定小型原動機付自転車利用時
のヘルメット着用と交通ルール遵守
問市民課地域防犯・交通安全係
☎66・1018

７月中の交通事故件数
人　身 物　損 （　）内は

対前年比７（－９） 111（＋22）

救命の第一歩は応急手当から！
　救急現場に遭遇したら、まず119
番に通報しましょう。救急車の到着ま
で、いかに早く応急手当てを行うかが
重要です。日頃から応急手当やAED
の使用方法などを確認しておきましょ
う。暑さがしばらく続きますので、熱
中症予防のためこまめな水分補給を心
がけてください。

▶暑い日が続き、夏バテ気味です。「ウ
ナギのかば焼き」の寄付を取材をした
こともあって、ウナギで体力回復とい
きたいところですが、お値段が。完全
養殖の商業化が進んで手頃な価格にな
る日が待ち遠しいですね。（黒）

from Editor`s room 編集後記

問市消防本部 ☎52・2840

７月中の出動件数
救　急 火　災 救　助
376 ２ ５

納税は納期内に！
９月の納税

固 定 資 産 税
国民健康保険税

３期
４期

納付期限　９月30日㈪
口座振替　９月25日㈬

税　目 9月 10月 11月
市県民税 3期
固定資産税 ３期
国民健康保険税 ４期 ５期 ６期
後期高齢者医療保険料 ３期 ４期 ５期
介護保険料 ４期 ５期 ６期

Q.年金生活者支援給付金につ

いて教えてください。

Ａ．公的年金などの収入とその他

の所得額の合計が基準額以下

の場合、生活を支援するために、年金に

上乗せして支給されるものです。老齢基

礎年金を受給している人で、①65歳以

上、②世帯全員の市県民税が非課税、③

前年の年金収入とその他の所得額の合

計が、昭和31年4月1日以前生まれの人

は887700円以下、昭和31年4月2日

以降生まれの人は889300円以下（※）

の３つの要件をすべて満たす人が対象

です。また、障害基礎年金や遺族基礎年

金を受給している人も要件を満たせば

対象になります。新たに受け取ることが

できる人には、9月1日以降に日本年金

機構から案内が届きます。同封の年金生

活者支援給付金請求書を記入し、記載

の期限までに届くように提出してくださ

い。詳しくは延岡年金事務所（☎0982・

21・5424自動音声１→２）または市民

課国民年金係（☎66・1018）まで

くらしのはてな？に
やさしく答えます

▶今年も日向ひょっとこ夏祭りは大勢
の人で賑わいました。以前は踊り手と
して参加していたので、カメラ越しに
踊りを見ていると、体がウズウズ…。
いつの日か、また踊り手として祭りを
楽しめる日を夢見ています。笑（樫）

く
ら
し
の

相
談
日

気軽に
相談を行

政
相
談

◉
９
月
３
日
㈫
、市
中
央
公
民
館
で

午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で
、
９

月
18
日
㈬
、
東
郷
体
育
館
第
１
研

修
室
で
午
前
10
時
か
ら
正
午
ま
で
。

◉
毎
月
第
２
、
第
３
金
曜
日
、
午

前
９
時
30
分
か
ら
正
午
ま
で
、
市

文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
内
男
女
共
同

参
画
社
会
づ
く
り
推
進
ル
ー
ム「
さ

ん
ぴ
あ
」で
。
市
民
課
市
民
相
談
係

☎
66
・
１
０
１
８

法
律
相
談（
☎
要
予
約
）

◉
９
月
19
日
㈭
、
午
前
10
時
か
ら

午
後
３
時
ま
で
、
市
中
央
公
民
館

で
。
市
民
課
市
民
相
談
係（
☎
66
・

１
０
１
８
）へ
予
約
を
。

◉
宮
崎
県
弁
護
士
会（
☎
０
９
８
５
・

22
・
２
４
６
６
）や
、
司
法
書
士
会

日
向
支
部（
☎
54
・
４
７
１
０
）が

開
く
相
談
会
も
あ
り
ま
す
。
日
程
は

問
い
合
わ
せ
を
。

出
張
年
金
相
談（
☎
要
予
約
）

◉
９
月
26
日
㈭
、
午
前
10
時
か
ら

午
後
３
時
ま
で
市
中
央
公
民
館
で
。

延
岡
年
金
事
務
所
☎
０
９
８
２
・

21
・
５
４
２
４
へ
事
前
予
約
を
。

介
護
保
険
の
説
明
会

◉
９
月
18
日
㈬
、
午
前
10
時
か
ら

11
時
ま
で
、
日
向
市
役
所
で
。

高
齢
者
あ
ん
し
ん
課
介
護
給
付
係

☎
66
・
１
０
２
３

人
権
相
談

◉
９
月
３
日
㈫
、市
中
央
公
民
館
で

午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課
人
権
・
同
和

行
政
推
進
係
☎
66
・
１
０
０
５

障
が
い
・
難
病
相
談

◉
毎
週
土
曜
日
、午
前
10
時
か
ら
正
午

ま
で
、Ｊ
Ｒ
日
向
市
駅
西
口
そ
ば
市
障

が
い
者
セ
ン
タ
ー「
あ
い
と
ぴ
あ
」で
。

ま
ず
は
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
相
談
を
。

☎
52・５
４
３
４ 

Ｆ
Ａ
Ｘ
52・５
４
６
０

女
性
相
談

　
電
話
ま
た
は
面
接
相
談
。月
、火
、

木
、
金
曜
日
の
午
後
１
時
か
ら
４
時

ま
で
。「
さ
ん
ぴ
あ
」で
。

☎
55
・
１
６
６
０

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談（
☎
要
予
約
）

　
ス
ト
レ
ス
に
よ
る
疲
れ
、ア
ル
コ

ー
ル
に
関
す
る
悩
み
な
ど
、
精
神
科

医
と
保
健
師
が
対
応
し
ま
す
。

◉
９
月
17
日
㈫
、
午
後
１
時
か
ら

３
時
30
分
ま
で
、
日
向
保
健
所
で
。

☎
52
・
５
１
０
１
へ
前
日
午
前
中
ま

で
に
予
約
を
。

「迎え火」の様子

広
域
情
報
掲
示
板
～
美
郷
町
～

「
師
走
祭
り
」が
開
催
さ
れ
ま
す

　「
師
走
祭
り
」は
、
1
月
下
旬
の
金
、
土
、
日

曜
日
の
3
日
間
に
あ
た
る
日
程
で
、
木
城
町
に

あ
る
比
木
神
社
の
一
行
が
フ
ク
ロ
ガ
ミ
を
奉
じ

て
、
お
よ
そ
23
里（
約
90
㎞
）に
お
よ
ぶ
決
ま
り

の
道
を
、
美
郷
町
南
郷
の
神
門
神
社
ま
で
巡
行

し
、
そ
こ
に
滞
在
し
て
3
日
間
を
過
ご
す
全
国

的
に
も
珍
し
い
形
式
の
祭
り
で
す
。

　
こ
の
祭
り
は
、
百
済
王
族
で
あ
る
禎て
い
か
お
う

嘉
王
と

そ
の
息
子
の
福ふ
く
ち
お
う

智
王
が
年
に
一
度
対
面
す
る
儀

式
で
、
１
０
０
０
年
以
上
に
わ
た
り
連
綿
と
受

け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　
神
門
神
社
に
向
か
う「
上
り
ま
し
」で
は
、
夕

闇
迫
る
神
門
神
社
付
近
で
天
を
も
焦
が
さ
ん
ば

か
り
の
か
が
り
火
を
焚
い
て
王
子
を
迎
え
ま

す
。「
中
日
」に
は
神
楽
が
奉
納
さ
れ
、
一
行
が

帰
路
に
つ
く「
下
り
ま
し
」の
際
に
は
、「
オ
サ

ラ
バ
」と
称
し
て
、
へ
グ
ロ（
墨
）を
顔
に
塗
り
、

シ
ョ
ウ
ケ（
竹
で
編
ん
だ
ザ
ル
）な
ど
を
振
っ
て

送
る
習
わ
し
も
見
ら
れ
る
な
ど
、
地
域
住
民
の

素
朴
な
信
仰
形
態
が
見
ら
れ
ま
す
。

◉
日
時
　
１
月
17
日
㈮
～
１
月
19
日
㈰

◉
場
所
　
百
済
の
里（
美
郷
町
南
郷
神
門
）

問
師
走
祭
り
実
行
委
員
会

☎
０
９
８
２
・
59
・
１
６
０
０

F
A
X
０
９
８
２
・
59
・
１
１
１
３

　市長に就任し、改めて日向市の成り立ちや歴史を学
ぶため図書館やインターネットなどで調べる機会が増
えました。先人たちの過去の苦労や努力を知り、今後
に生かしていく意味合いもありますが、僕の知的好奇
心を満たすことが目的であります。
　さて、先日借りた本（「天領と日向市」甲斐勝著）
のなかに、1868 年（慶応 4 年）　徳川幕府から新政
府の誕生に伴い、天領であった当時の臼杵郡（平岩村・
財光寺村・富高村・塩見村・日知屋村）をはじめ合計
29 村を管轄した「富高県」が誕生。その県庁を富高
新町に置いたとのこと。（初代県知事は肥後出身木村
得太郎氏）

知れば知るほど興味深い
　　　　　　　　「日向市の歴史」

副
市
長
に

黒
木
升
男
さ
ん
が
就
任

　
８
月
13
日
、本
市
副
市
長
に
黒
木
升
男
さ
ん

（
60
）が
就
任
し
ま
し
た
。任
期
は
、令
和
10
年

８
月
12
日
ま
で
の
４
年
間
で
す
。

　

黒
木
副
市
長
は
、本
市
東
郷
町
出
身
で
、

昭
和
63
年
に
東
郷
町
役
場
に
入
庁
。合
併
で

日
向
市
職
員
と
な
り
、通
算
36
年
間
に
わ
た

り
業
務
に
従
事
し
て
き
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
、

国
民
健
康
保
険
課
長
、総
務
課
長
、総
合
政
策

課
長
、商
工
観
光
部
長
、市
民
環
境
部
長
、健

康
長
寿
部
長
、総
務
部
長
な
ど
を
歴
任
し
、副

市
長
の
就
任
に
伴
い
退
職
し
ま
し
た
。

　
市
役
所
で
行
わ
れ
た
就
任
式
で
黒
木
副
市

長
は
、「
責
務
の
重
さ
に
身
が
引
き
締
ま
る
思

い
。長
年
行
政
に
携
わ
っ
て
き
た
経
験
や
知

識
を
生
か
し
、西
村
市
長
を
し
っ
か
り
と
さ

さ
え
、市
政
の
発
展
、政
策
の
実
現
の
た
め
に

副
市
長
と
し
て
の
職
責
を
果
た
し
て
い
き
た

い
」と
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。

問
秘
書
広
報
課
秘
書
係
☎
内
線
２
２
０
２

※令和6年10月分から③の金額が変更

　いわば、現日向市は日向国に置かれた最初の県の県
庁所在地となったわけですが、行政統治がなかなかう
まくいかず、わずか 4 か月で廃止され、日田県に併合
されたとのこと。
　その後の再編で 1871 年（明治 4 年）に美々津県が
誕生し、美々津町に県庁が置かれたことは私も知って
いましたが、こちらも 1 年 3 ヵ月後、日向国と合併し
て宮崎県が発足する為に廃止となります。
　県庁は当時も今も行政の中心でありますが、一度廃
止となったのに、なぜに二度も日向周辺が選ばれたの
か。当時の新政府の統治機能の迷走や混乱も感じられ
ますが、当時の富高県や美々津県が
今も続いていたならどうなっていた
のか。日向市の歴史について僕の知
的好奇心は膨らんでいきます。

黒木升男副市長

日向市長　西村さとし



昭
和
42
年
（
１
９
６
７
年
）、
若
山

牧
水
の
故
郷
坪
谷
に
牧
水
記
念
館

が
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
建
設
に
あ
た
っ
て

は
、昭
和
40
年（
１
９
６
５
年
）７
月
に「
若

山
牧
水
生
家
保
存
・
牧
水
記
念
館
建
設
協

賛
会
」
が
結
成
さ
れ
、
建
設
資
金
は
全
国

か
ら
の
寄
付
な
ど
に
よ
り
集
め
ら
れ
、
設

計
は
牧
水
の
長
男
・
旅
人
氏
が
担
当
。
玄

関
に
は
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
も
受
賞
し
た
昭

和
の
文
豪
・
川
端
康
成
の
揮
ご
う
に
よ
る

看
板
が
掲
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
開
館
以
降
、
延
べ
25
万
人
が
来
館
し
、

牧
水
に
関
す
る
資
料
の
収
集
保
存
と
情
報

発
信
の
拠
点
と
し
て
の
役
割
を
担
い
ま
し

た
。
そ
の
想
い
は
平
成
17
年
（
２
０
０
５

年
）
３
月
に
開
館
し
た
若
山
牧
水
記
念
文

学
館
に
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　
若
山
牧
水
記
念
文
学
館
で
は
今
回
、
牧

水
記
念
館
お
よ
び
若
山
牧
水
記
念
文
学
館

に
関
す
る
建
設
構
想
や
設
計
図
な
ど
貴
重

な
資
料
を
展
示
す
る
企
画
展
を
開
催
し
ま

す
。
記
念
施
設
建
設
ま
で
の
道
の
り
を
紹

介
し
な
が
ら
現
代
に
受
け
継
が
れ
る
牧
水

へ
の
想
い
を
辿
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
文
学
館

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
若
山
牧
水
記
念
文
学
館

☎
６
８
・
９
５
１
１

日
向
市
は
、
持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
 SD
G
s ）
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

若
山
牧
水
記
念
文
学
館
の

完
成
予
想
図

旅人氏による牧水記念館デザイン案

企
画
展
「
牧
水
記
念
館
が
で
き
る
ま
で
」

～
牧
水
記
念
館
か
ら
受
け
継
が
れ
る

牧
水
顕
彰
の
こ
こ
ろ
～

印
刷

/藤
屋

印
刷

株
式

会
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環
境
に
や
さ
し
い
植
物
油
イ
ン
キ
を

使
用
し
て
い
ま
す
。
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表紙のよこがお
　８月２日、願いが叶うクル
スの海展望台で「日

ひ な た ざ か

向坂命名
式」を開催。これは展望台まで
続く460ｍの坂道に、同じ「日
向」が入ることで縁ができたア
イドルグループ「日向坂46」に
あやかり日

ひ な た ざ か

向坂という愛称を
付けたものです。式には同グ
ループの佐々木美玲さんと金
村美玖さんが駆けつけ、日向
坂と書かれた標柱の除幕を行
いました。日向坂の命名によ
り、今後、より多くの観光客
が訪れることが期待されます。

日向市では、財源の確保のために有料広告を掲載しています。広告内容は市が推奨するものではありません。
掲載されている広告の内容などのお問い合わせは直接広告主へお願いします。

人のうごき		
令和６年（2024年）８月1日現在

人　口 56,984 人 （ －13 ）
男 27,131 人 （ －9 ）
女 29,853 人 （ －4 ）

世帯数 25,147 世帯 （ ＋13 ）

※数値は令和２年国勢調査確報値
をもとに算出した推計人口（現住人
口）。外国人を含む。（	）内は対前月比。

７月中異動
単位：人

転入 転出 出生 死亡
139 110 32 74

海・山・人がつながり海・山・人がつながり
笑顔で暮らせる元気なまち笑顔で暮らせる元気なまち
リラックスタウン日向リラックスタウン日向


